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明治屋京橋ビル(創建時の設計者はコンドルに学んだ曾根達蔵)

は、震災復興期の建物として昭和初期の建築技術の高さを

反映させた貴重な近代建築として中央区の歴史的建築物(第1号)

に指定されている。

今回の免震レトロフィットは、創建時の所有者・外観・用途等

をそのままに、次の世代に京橋の伝統と文化を維持・継承す

ることをコンセプトとしている。

改修設計は現地調査に加え、日本建築学会建築博物館に保存さ

れている竣工原図と改修履歴を読み解くことから始められた。

改修設計に当たっては、診断結果や中央区教育委員会と協議を

重ねた外観保存の観点から、地下l階柱頭部での免震レトロ

フィットを採用した。外観は中央通りから見える北・東・南面

の保存、内装はエントランス・エレベーターホール廻り・内部

柱・梁のディテール、及び一体化して設計された現存する日本

最古の地下鉄接続口等を極力保存することとした。

都市では失われていく建築が多くあるが、京橋の景観を継承

していく貴重な都市の記憶として、明治屋京橋ビルはこれから

も人々に愛され続けて欲しい。

■外装保存

外装保存にあたり、仕上毎に破壊検査を行い健全性を確認

した。

3階から7階のタイルには、浮き・損傷が認められるため、

仕上・色彩等を可能な限り踏襲した上で金物併用弾性接着剤

貼り方式で更新を行っている。

3、8階レリーフ・頂部コーニスの擬石部分は、アンカーピンに

よる補強を行い、表面仕上げも創建時の風合いに近づけてい

る。中央通りから見える東・北・南側外壁については保存部分

とした。西面は元々隣地側であるため、他面のような歴史的価

値は特に認められず、機能更新を主眼に行うものとし、設備

機器スペースとしている。また、外壁ブラケット照明のブラ

ケット照明は下地や欠損部分の取り替えが必要であったが、

ブロンズ製の本体は補修の上、LEDに交換し再利用を図った。

■内装保存

・地下鉄連絡通路

地下鉄駅と接続して設計された現存する日本最古の建築物で

あり、壁と床の石など、当初の仕上がよく残っている。また当

初から変わることなく多くの地下鉄利用客に使われ続けて

いる。今回免震工事に伴い、機能面を満足させるための改造

工事が発生するが、既存との調和に留意している。

・明治屋ストア

管理・活用の変化にあわせ、過去に様々な改造が加えられて

きた部分である。1階から地下へと至る階段や喫茶部はすでに撤

去されているが、これは店舗の継続運営を重視した結果。必要

とされた改修であった。ただし、今は仕上材で隠れている天井

梁型を見せる工夫をし、当初の特徴を表現することを方針とした。

・事務室

事務室部分は内層・設備のフルリノベーションを行うが、柱・

梁は創建時のディテールを見える形で保存するため空調

設備を天井下がり部分に集約している。

■免震装置

既存フレームの外周部には鉛プラグ挿入型積層ゴム支承(LRB)

を、中央部には弾性すべり支承(SSR)を配置することで、長周期

化と捩れ難い免震層となることを図った。

地上階に免震層を設置すると保存すべきファサードに影響を

与え、地下2階では再開発ビルとの接続に支障があるため、地下

1階柱頭に免震装置を設置した。

既存の地下外壁を補強し山留壁として利用することで、大幅な

工期短縮を実現できた。
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